
令和元年度中堅体育指導者研修会全体運営計画

【研修目的】 教員として１５年間程度の経験を有し，中堅の体育指導者として資質の向上を図り，地域

におけるリーダーの育成と，学校体育の振興・充実を目指しています。

１ 研修内容と年間計画

体育の動向と課題把握 第１回 … ６月１１日（火）

・県スポーツ科学センター

○ 体育行政の現状と課題 「千葉県の体育行政の施策」

二 ○ 自校の学校体育経営 「千葉県の体育・スポーツの推進計画について」
研

十
究

一 第２回 … ７月２４日（水）
計

世 ○ 学校体育経営の改善 ・県スポーツ科学センター
画

紀 「学校体育の今日的な課題」
作

に
成

お 第３回 … ８月 ６日（火）

け ○ 体育学習の評価 ・県スポーツ科学センター

る 「体育学習の望ましい評価の在り方」

望

ま

し

い 体育学習指導の資質向上 第４回 … ８月２７日（火）・２８日（水） 研

学 ・県スポーツ科学センター 究

校 ○ 学校体育と地域の連携 「生涯スポーツへの取組と課題」 実

体 践

育 第５回 … １２月１７日（火） ・

指 ○ 体力向上に向けた自校の取組 ・県スポーツ科学センター ま

導 「児童生徒の体力の現状と課題」 と

者 め

を 第６回 … １月２１日（火）

目 ○ 体育指導上の事故防止策 ・県スポーツ科学センター

指 「体育・スポーツ事故とその対応策」

し 発

て

表

第７回 … ２月１８日（火）
体 育 の 振 興

・県スポーツ科学センター
会

「２１世紀における体育指導の在り方と課題」
○ 今後の体育指導の在り方

２ 運営方法

研究主題にあわせて，次の３本柱で研修を進める。

３ （１）講義（演習）方式

本 （２）研究協議（グループ学習）方式

柱 （３）研究実践方式

（１）講義（演習）方式について

ア 校長，大学（准）教授，教育関係職員等から専門的な分野での講義（演習）を受け，各自のレポ

ート作成及び研究協議で内容を更に深める。

イ 講師については，各方面から選出することにより幅広い内容とする。

ウ 講義の中に，可能な範囲で演習的な要素を入れる。



エ 講義終了後，講師への質問等の時間をできるだけ設定し，疑問点・不明な点などをその場で解決

していくようにする。

回 期 日 研修内容及び講師

「千葉県の体育行政の施策」

１ ６月１１日（火）
千葉県教育庁教育振興部体育課 加藤 俊文 課 長

「千葉県の体育・スポーツの推進計画について」
千葉県立幕張総合高等学校 北林 栄峰 校 長

２ ７月２４日（水）
「学校体育の今日的な課題」
日本体育大学 岡出 美則 教 授

３ ８月 ６日（火）
「体育学習の望ましい評価の在り方」
国士舘大学 細越 淳二 教 授

４ ８月２７日（火）
「生涯スポーツへの取組と課題」
筑波大学 柳沢 和雄 教 授

５ １２月１７日（火）
「児童生徒の体力の現状と課題」
日本体育大学 白旗 和也 教 授

６ １月２１日（火）
「体育・スポーツの事故とその対応策」
日本体育大学 冨田 幸博 特任教授

７ ２月１８日（火）
「２１世紀における体育指導の在り方と課題」
横浜国立大学 梅澤 秋久 教 授

（２）協議会（グループ学習）方式について

ア 各自が各回のテーマに添ったレポートを準備し，そのレポートをもとにして，それぞれの意見を

述べながら協議を深める。

イ 各回のテーマごとにグループで（Ａ：小・中・高別，Ｂ：小・中・高縦割り）研究協議を行う。

ウ 研究協議の最後に，指導主事（県教委，教育事務所，千葉市教委）による指導・助言を行う。

エ 協議会のまとめは，各グループからの報告に代える。

オ 第４回演習において，投力の低下という喫緊の課題を踏まえ，投力の向上にむけた計画的で継続

的な取組例を作成し，発表する。

各 回 の テ ー マ

１段階 ２段階 ３段階

【レポート作成】 【講義】 【協議会】

○ 今までの実践 ○ 専門的な指導 ○ 意見交換

○ 日頃の自分の考え ○ 各学校・校種での様々な

○ 文献研究等 実態・情報の収集

幅 広 く 資 質 の 向 上

（３）研究実践方式について

ア 講義（演習）方式，協議会（グループ学習）方式は，内容が各方面にわたり幅広く資質の向上を

目指すものであるのに対し，この研究実践方式は，より深く資質の向上を目指すものである。

イ 研究主題，副題については各自で決定する。

ウ 文献研究に終始せず，可能な限り実践を通して検証する研究とする。

年 間 を 通 し た 実 践 研 究

第１段階 １回目～２回目 研究計画樹立

第２段階 ３回目～４回目 先行研究などの文献より必要資料収集

第３段階 ９月～１２月 実践・検証活動

第４段階 ５回目 資料整理・まとめ作成

第５段階 ６回目～７回目 実践研究のまとめ，実践研究発表

よ り 深 い 資 質 の 向 上


